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「改善提案シート」記載内容 中間とりまとめ

津山自分ごと化会議の第２回会議で委員が記載した「改善提案シート」の内容を、以下

のとおり分類した。

○「現状の課題」分類まとめ

グラスハウスの存廃の検討 17

グラスハウスの指定管理料が高い現状のままは

継続が困難なので存廃を含めた検討をする

10

名前は知られているが具体的な中身や利用状況

などが知られていない

7

市営プールと学校プールの関わりの検討 4

市(税金)の持ち出しが大きいので統合や廃止を

検討する必要がある

4

津山の未来を担う子どもたちの遊び場 4

子どもたちが安心して遊べる場所が少ない 4

その他 ３
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○委員からの改善提案概要

（１） グラスハウスの存廃の検討

課 題
グラスハウスの指定管理料が高い現状のままは継続が困難なので

存廃を含めた検討をする

改善

提案

個人の

取組み

① 自分なりにグラスハウスの存続について考えてみる。

② 利用してみることしか方策はない。

③ グラスハウスの利用回数を増やし、SNS などで発信する。

④ 近所の人を誘ってみる。

地域の

取組み

① 地域ボランティアでグラスハウス周辺の草刈りや掃除をする。

② グラスハウスの利用者を増やせるよう地域としても PRする。

行政の

取組み

① 市の運営は困難なので、民間に経営を任せる(受けてくれる事業者

を探す)。

② グラスハウスの経費が削減できなければ廃止する。

③ レジャー施設としては廃止し、新たに健康福祉の為のプールを考

える。

④ プールに替わるレジャー(例：サッカー場)を検討する。

⑤ 改修して水(プール)を使う場所を減らし、子どもたちが体を使って

遊べる場所を増やしたり、体操の教室を開いたりするなどの工夫を

する。

⑥ グラスハウスの知名度を上げるためにネーミングライツの導入を検

討する。

⑦ SNS発信やホームページの充実、広報紙など PR方法の多様化を

図る。

⑧ 様々なイベントや自主事業を実施し、収入を増やす努力をする。

⑨ 基本の利用料金を上げる。一方で、夏休み割引や子供連れ割引と

いった訪れやすい料金も設定する。

⑩ グラスハウスへの交通アクセスの利便性を上げる。

その他
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（２） 市営プールと学校プールの関わりの検討

課 題
名前は知られているが具体的な中身や利用状況などが知られていな

い

改善

提案

個人の

取組み

① まずは興味を持ち、積極的にグラスハウスについて情報収集す

る。

② 利用してみて、グラスハウスの良さや魅力を SNS で PR する。

③ インスタ映えを狙ってみる。

地域の

取組み

① 利用した人に話を聞いてみる。

② 市の魅力としてアピールする。

③ ボランティアでグラスハウス周辺の清掃作業をする。

行政の

取組み

① 知名度、認知度の向上のため、広報紙の掲載を大きくしたり SNS

など様々な媒体を利用して PR する(どのような設備があるのかな

ど)。

② 若年層や市外からの利用促進のために利用料を下げたり、JR と

の提携(キャンペーン)を検討する。

③ 多種多様なプールやサウナなどの細かな利用人数を調査し、利用

の少ない設備は廃止するか、上手くいっている他の施設の事例を

取り入れる。

その他 ① 市の財政について、今回の話を周りの人に具体的に伝えたい。

課 題 市(税金)の持ち出しが大きいので統合や廃止を検討する必要がある

改善

提案

個人の

取組み

① 市営プールを使用する回数を増やす。

② 夏休み期間中の学校プールで児童安全管理を実施する。

地域の

取組み

① 市営プールを地域での健康づくりに利用する。

② ボランティアで、出来る限りプールの修繕を行う。

行政の

取組み

① 市営プールを高齢者の健康増進に利用しやすいよう改善する。

② 勝北・加茂の２施設は廃止を検討する。ただし、勝北・加茂地域の

方には久米・グラスハウス行きのバスを出す(７〜８月)。

③ 維持管理コストの低減に努める。

④ 小・中学校のプールを可能な限り廃止し、プールの授業は市営プ

ールで行うことを検討する。

⑤ 学校プールにかかるコストを別な形で、未来を支える子どものため

のお金にすることを検討する。

その他
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（３） 津山の未来を担う子どもたちの遊び場不足

（４）その他

① 市議会議員を町内会長１地区 1名の代表者で行う(もちろん手弁当で)。

課 題 子どもたちが安心して遊べる場所が少ない

改善

提案

個人の

取組み

① 子どものためのボランティアに参加する。

② 施設の利用推進に努める。

③ 遊び場を確認してみる。

地域の

取組み

① 地域が学校と連携して、子どもの遊べる場を提供する(例：サイエン

スフェア)。

② 遊び場のマップを作成して、見える化する。

③ 遊び場の草刈りや掃除をして環境を整える。

行政の

取組み

① 遊び場のマップを作るなど、遊び場の情報をこれまで以上に提供

する。

② 公園の改修工事をする。

③ グラスハウスを子どものための場所に変えることを検討する。

④ 鳥取市子どもの国の様な施設の設置を検討する。

その他


